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日時 ： 平成３１年１月３１日（木）１４：００ ～ １６：００ 

場 所 クリーンセンター広陵 ３階 研修室（大） 

議事内容 

（１）第２０回の議事概要について 

（２）前回の町民会議資料の質疑（回答）について 

（３）山辺・県北西部広域環境衛生組合進捗状況について 

（４）広陵町ごみ処理町民会議の整理と今後の流れについて 

（５）可燃ごみ中継施設の対比について 

（６）２町共同化不燃・粗大・資源ごみ中継施設の対比について 

（７）共同化ごみ中継施設建設スケジュール（案） 

－開会－ 

事務局からの説明事項 

・大字区長２名の交代 

・町民会議の傍聴に関する取扱要領

による４名の傍聴者報告 

 

鍵谷会長あいさつ 

・第２１回までの経緯をみると、可燃ご

み処理施設及びリサイクル処理施設

については天理市で、可燃ごみ中継施

設は安堵町で広域化対応できるとい

うことで非常に理想的に進んでいる。

それぞれに問題もあるが、色々な意見

をいただき、問題のない安全な施設で

の運営を願っている。 

事務局による資料確認 

【議事概要】 

（１）第２０回の議事概要について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（１）の説明を 

お願いしたい。 

事

務

局 

・第２０回の議事概要については、

修正がなかったので、１２月２

８日にホームページに掲載して

いる。 
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（２）前回の町民会議資料の質疑（回答）について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（２）の説明を 

お願いしたい。 

事

務

局 

○前回の町民会議の質疑につい

て、岐阜県羽島市の中継施設周

辺の平面図と航空写真を用いて

説明。立面図で高さ約１０ｍの

建物を示し、断面図と平面図（１

階・２階）を提示。 

○山辺・県北西部広域環境衛生組

合に参加自治体のごみ種別参加

を説明。可燃ごみ処理の参加自

治体は全１０市町村、不燃・粗

大・資源ごみ処理の参加自治体

は大和高田市、三郷町、河合町

を除く７市町村。天理市での広

域化の新ごみ処理施設建設予定

地の写真を提示。 

○前回資料５の修正（差し替え）

について説明。 

（３）山辺・県北西部広域環境衛生組合進捗状況について 

会

長 

・事務局から議事（３）の説明を 

お願いしたい。 

事

務

局 

〇平成３０年１０月２３日開催の

第１８回ごみ処理広域化担当者

会議報告 

・新年度予算 

・組合規約の変更 

・施設で処理できないごみ 

※新年度予算は発注支援業務が中

心。 

※組合規約の変更は山添村が資源

ごみに関する事務市町村として

参加するため、１２月議会で可

決し、組合に報告。 

※施設で処理できないごみについ

て、各市町村での処理方法を聞
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き取り、最終的に組合で受け入

れするかを決定。 

（４）広陵町ごみ処理町民会議の整理と今後の流れについて 

会

長 

・事務局から議事（４）の説明を 

お願いしたい。 

事

務 

局 

・今までの町民会議と今後の流れ

について時系列で説明。 

①協定書に基づき平成２５年

１１月に広陵町ごみ処理町

民会議を立ち上げ、新清掃施

設建設に向けた協議を開始。

町民会議の立ち上げについ

ては、協定書第９条で規定し

ている。 

②協議を進めている中で状況

が大きく変わり、平成２７年

９月に天理市内での広域ご

み処理施設計画に参加し、平

成２８年４月に１０市町村

で構成される山辺・県北西部

広域環境衛生組合が設立さ

れ、新清掃施設の設置検討か

ら天理市まで大型車でごみ

を運ぶためのごみ積替施設

の設置検討へと協議事項を

切り替える。協定書第１１条

の規定による「協定に定める

事項で変更すべき事項が生

じた」ということで協議事項

を切り替えた。 

③ごみ中継施設の設置場所等

の検討項目として、現クリー

ンセンター施設を利用した

場合と新しくごみ中継施設

を設置した場合との建設費

等の比較検討を行い、意見集

約を行ったところ、委員多数
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が現クリーンセンター施設

の活用が望ましいとの結果

となる。 

④平成３０年１１月に安堵町

において３町（安堵町・広陵

町・河合町）共同での可燃ご

み中継施設設置の呼びかけ

があり、平成３１年３月中に

参加確認の回答を行うこと

となった。 

⑤今回の町民会議において、３

町共同による可燃ごみ中継

施設の設置協議と併せて、本

町では資源ごみの紙・布類は

自前処理となっていること

と一般持ち込みごみを受け

入れる施設を残すことの必

要性から今回、広陵町の現施

設での２町（安堵町・広陵町）

共同による不燃・粗大・資源

ごみ中継施設の運営を改め

て比較検討し、意見集約を行

い、本町民会議の方針として

まとめていきたい。 

⑥年度内に町民会議の方針内

容を総合的に判断し、協定大

字の住民説明に着手したい。

併せて町民会議での経過を

３月議会に報告し、町民会議

の提言書としてまとめ、今年

度の３月末に町長に提言を

行う予定である。跡地利用に

ついては、本町民会議で規約

の改正もしているため、引き

続き協議していきたい。 

※安堵町からの３町による可燃ご
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み中継施設建設の参加意思確認

書を添付。河合町はすでに参加

意思を回答。 

会

長 

・３月末に町民会議としての提言 

を町長に行う日程で進めてい

る。非常に重要となるので、気

づいたことがあれば質問して

ほしい。 

  

委

員 

・意見集約したところ、委員多数 

が現クリーンセンターを活用

するのが好ましいとの結果を

記載しているが、委員の中には

反対意見もあるので、提言書と

してまとめていくうえでは、反

対意見もある。反対されている

気持ちもあるので、事務局で考

慮願いたい。 

  

会

長 

・それは理解している。提言の中 

に何らかの形で入れることに

なる。 

  

（５）可燃ごみ中継施設の対比について 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（５）の説明を

お願いしたい。 

事

務

局 

・設置費用等の対比を説明する前

に、縮尺５万分の１の共同化事

業参考図は３町と２町の共同化

施設位置やその関係町の行政区

域を色分けして表示している。

天理市の広域ごみ処理施設まで

の高速道路を利用した運搬経由

の位置関係も示している。左下

には安堵町清掃施設の写真と共

同化での構成町ごみ区分表も示

している。 



 

[第 21 回広陵町ごみ処理町民会議 議事概要] 

 

 6 / 28 

 

・次の資料は、今までの比較はダ

ストドラム方式で積算していた

が、可燃ごみの大型運搬車に鉄

蓋密封式コンテナ車が採用可能

となり、今回の費用比較は段差

落とし込み方式で現施設を活用

する案に安堵町との広域化に参

加する案を加えて概算で積算し

ている。町にとって何が最適で

あるかの意見集約をしていきた

い。現施設を活用する案につい

ては現施設建屋を改造する２案

と３町共同化の案を色分けし

て、３つの案で示している。 

・現施設建屋を改造する１案目は、

現クリーンセンターＲＤＦ炭化

炉棟の設備を撤去後に建物の高

さを１０ｍに下げて中継施設を

設置した場合で、以前に示した

現施設をそのまま活用する案に

炭化炉棟設備を撤去し、建屋を

約１０ｍに下げて積算したもの

である。参考資料として、改造

の場合の２案の段差落とし込み

方式の配置図を示している。改

造案の１つ目は炭化炉棟内に設

置する案で、建物・設備費の合

計は約 283,000 千円と試算して

いる。建物・設備費の積算内容

は、別添積算根拠資料を作成し

ている。質問があれば説明する。

次に奈良モデル補助金として、

改造費を除く積替整備費に補助

率をかけると約 18,995 千円とな

る。先ほどの整備費から補助金

を差し引くと約 264,005 千円と
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なる。次に１０年間の維持管理

費は、大型車両、運転手、コン

テナ、施設管理員、燃料、高速

料金等の約 624,000 千円と試算

している。維持管理費の積算内

容資料も添付している。総合計

額は約 888,005 千円と試算して

いる。 

・現施設建屋を改造する２案目は、

現クリーンセンターのリサイク

ルプラザ部分を改造してごみ中

継施設を設置した場合である。

これはプラットホーム内を改造

しながらの建築となり、プラッ

トホームの屋根の一部（東側）

が低いため、部分的なやり替え

や搬入スロープ等の設置が必要

となる。改造は中央のプラット

ホーム内に設置する案で、建

物・設備費の合計は約 276,000 千

円と試算している。次に奈良モ

デル補助金として、１つ目の案

と同様に改造費を除く整備費に

補助率をかけて、約 18,995 千円

となる。この改造はプラット 

ホーム内でのごみ中継施設の建

設となるので、操業停止後のご

みの処理を行うために、敷地内

に仮設のごみ中継施設が必要と

なり、別途建設費用と撤去費用

の約 150,000 千円が必要となる。

整備費から補助金を差し引くと

約 257,005 千円となり、仮設費を

加算すると約 407,005 千円とな

る。次に１０年間の維持管理費

は、大型車両、運転手、コンテ
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ナ、施設管理員、燃料、高速料

金等の約 624,000 千円と試算し

ている。維持管理費の積算内容

資料も添付している。総合計額

は約 1,031,005 千円と試算してい

る。 

・３案目は、安堵町での共同化で

建設実施した場合の積算であ

る。一般持ち込みごみは現在と

同じ対応で、一旦クリーンセン

ターに持ち込み、仕分け後に町

の収集車で安堵町に運搬する。

事業系許可業者のごみの持ち込

みは直接安堵町に搬入する。一

般家庭の収集方法は今までどお

りとなる。ごみ中継施設の建築

費として、総額 563,000 千円で、

平成２９年度実績の各町ごみ量

割合で計算し、広陵町は 50.5％

で負担額は約 284,000 千円と試

算している。安堵町は 13.8％で

約 78,000 千円、河合町は 35.7％

で約 201,000 千円と試算してい

る。次に奈良モデル補助金とし

て、３町共同での整備費の総額

563,000千円には造成費 50,000千

円が含まれているため、その造

成費を除いた 513,000 千円に奈

良モデル補助率をかけて、広陵

町のごみ量負担にすると、町の

補助金は 33,937 千円となる。現

施設を活用する場合と共同化で

実施する場合とでは奈良モデル

補助金に差があるが、これは新

設と改造の違いで、改造は対象

外になると聞いているためであ
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る。先ほどの整備費から補助金

を差し引くと約 250,063 千円と

なる。次に１０年間の維持管理

費は大型車両、運転手、コンテ

ナ、施設管理員、燃料、高速料

金等の共同で約 697,241 千円と

なり、広陵町負担分は約 352,000

千円となる。総合計額は約

602,063 千円と試算している。 

・概算費用の順位をつけている。

それらを総合的に評価したとこ

ろ、現施設建屋を改造の１つ目

は工事費概算費比較では広域施

設建設費とあまり変わらない

が、１０年間の維持管理で負担

が大きくなり、長期における維

持管理費では財政負担が大きく

なる。また、炭化炉棟改造の際、

柱構造等再計算が必要となり、

ごみピットの全部の撤去が困難

であるため改造の必要がある。

現施設建屋を改造の２つ目はリ

サイクルプラザを活用・改造す

るためピットが使用できず、敷

地内に仮設のごみ積替施設が必

要となり、費用が最も高くなる。

リサイクル施設の屋根を撤去

し、再度上げたりする必要があ

る。また、建築構造上の問題が

ないかの検討をする必要があ

り、課題がある。安堵町での共

同設置は、現施設の改造１つ目

の案と共同での建設や改造費用

の補助分を引くとあまり変わら

ないが、１０年間の維持管理を

合算すると共同実施をすること
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で負担軽減となる。また、長期

における維持管理費では大きな

財政効果が得られる。共同化に

おいては運営面での取り決め事

項が重要となる。資料で示して

いるが、維持管理費の広陵町単

独と３町共同の違うところは、

共同で行うことでごみ量が増え

るため、コンテナが５基から１

０基となり、天理市までの運搬

距離は短くなるが、コンテナ数

が増えることで燃料費や高速料

金は増えるが、３町ごみ量負担

割では安価となる。共同化によ

り安堵町に行くことで、ごみ収

集の運搬距離が少し長くなり、

収集委託料の若干の増加が考え

られる。 

会

長 

・比較計算と１０年間の維持管 

理費も含めた場合の説明をさ

れた。 

  

委

員 

・維持管理費の資料にもあるが、

広陵町の負担額はごみ量割で

算出しているのか。過去１０年

間では、さほど変わらないの

か。 

事

務

局 

・これは平成２９年度の可燃ごみ

量割で算出している。過去１０

年間では、さほど変わらない。 

委

員 

・広陵町は、人数割比較すると１ 

人あたりのごみ量が少ないの

はかなり優秀だと思うが、これ

以上は他町と比べて減量する

のは難しいのではないか。これ

から上がる予想は考えている

のか。資料にもあるが、１０年

間の維持管理費は、１回決めた

ら変わらないのか。毎年見直し

ていくのであれば頑張れる。合

事

務

局 

・広陵町のごみ量について、平成

２９年度ごみ白書では、平成２

０年度から平成２９年度までの

推移では若干減っている。他の

２町もこれからは減量の努力を

される。負担割 50.5％となって

いるが、皆で減量に取り組んで

ごみを減らし、率を下げていき

たい。負担割合は前年度のごみ

量で負担する。天理での組合も
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計額が他の２案と差があるが、

そんなに大きくは変わらない

か。 

前年度のごみ量で負担してい

る。 

委

員 

・３町の協議事項で、安堵町でご

み中継施設ができた場合の使

用年限は決まっているのか。 

事

務

局 

・使用年限は、天理広域では組合

が設立してから６０年間となっ

ているので、３町協議でも６０

年間という話をしている。 

（６）２町共同化不燃・粗大・資源ごみ中継施設の対比について 

会

長 

・事務局から議事（６）の説明を

お願いしたい。 

事

務

局 

・２町共同化不燃・粗大・資源ご

み中継施設整備を安堵町で建設

した場合と広陵町の現リサイク

ルプラザ施設を活用した場合の

建設費・維持管理費の比較概算

費について資料を提示してい

る。広陵町の現施設を活用した

場合を提案した理由は、当初は

安堵町で可燃ごみ中継施設とリ

サイクル中継施設を建設する計

画をしていたが、安堵町の現施

設跡地では建物敷地は問題ない

ものの大型車両通路等のスペー

スに余裕がないため、用地の確

保が必要となったからである。

広陵町では、ごみ処理施設が共

同化されても、本町の一般ごみ

の持ち込み、収集車両の車庫、

天理の広域施設には持っていか

ない紙類・布類の資源保管場所

も必要であり、安堵町の不燃・

粗大・資源ごみ量では本町のリ

サイクル施設の保管スペースに

影響がないことから、比較検討

対象とした。先ほど説明した一

般持ち込みごみは現施設で仕分

け後に可燃ごみは安堵町へ持ち
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込む。 

・安堵町の清掃施設跡地で設置し

た場合について、中継施設建設

費は 150,000 円／㎡で建築面積

が 1,620 ㎡必要であり、243,000

千円となる。用地の確保が必要

となるため、その用地を約 3,000

㎡で 30,000 千円を計上してい

る。造成費は含んでいない。大

型運搬車両はコンテナ用アーム

ロール車１台で 19,000 千円、１

基が 5,000 千円のコンテナが２

基で 10,000 千円、パッカー車１

台で 25,000 千円の計 327,000 千

円である。１０年間の維持管理

費、人件費として 420,000 千円で

総額が 747,000 千円と積算して

いる。安堵町で設置した場合の

広陵町の負担金は、平成２９年

度の可燃ごみ量割合（広陵町

78％・安堵町 22％）で試算する

と 582,660 千円となる。 

・広陵町の現施設を活用した場合

について、大型運搬車両と１０

年間の維持管理費は安堵町で設

置した場合と同じであるが、ご

み中継施設建設費 243,000 千円

と用地費用 30,000 千円の計

273,000 千円が安価となり、

474,000 千円と積算している。広

陵町の負担金は、同じくごみ量

割合１０年間で試算すると

369,720 千円となり、比較すると

212,940 千円が安価となる。 

・評価として、安堵町のごみ量が

少ないことから、広陵町の現施
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設を活用することの費用検討を

行った。維持管理費については、

両町どちらで運営しても同じで

あるが、建設費は広陵町の現施

設を活用する方が初期投資の建

設費や用地費等が不要となり、

大きく財政負担が軽減されるこ

ととなる。長期財政負担を考え、

共同で運営する方が有利とな

る。単独で運営しても大型車両

台数や人件費は同じであり、財

政的に負担が大きく不利とな

る。また、現施設を活用するこ

とで、住民サービスが低下する

ことなく、家庭ごみの持ち込み

場所や収集車両の車庫及び天理

の広域化施設には持っていかな

い紙・布類の資源保管施設が確

保できる。先ほどの可燃ごみ同

様、運営面での細かい取り決め

事項が必要となる。提示した資

料は、現リサイクル施設の手選

別作業等を委託しているので、

その内容に基づいて試算してい

る。 

会

長 

・可燃ごみ以外を安堵町と一緒に 

設置した場合と広陵町の現施

設を活用した場合の概算費用

の比較は見やすいと思う。 

  

委

員 

・資料では、広陵町と安堵町のご

み量比率は 78％と 22％とある

が、安堵町のリサイクルごみ量

が大きく変動することはない

のか。 

事

務

局 

・前回の資料で安堵町のリサイク

ル量は、平成３６年度推計で天

理への持ち込み量を約２割とし

ており、20％から 22％になると

考えている。今回の試算は安堵

町のリサイクル量が確定してい

ないため、平成２９年度の可燃
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ごみ量割で試算している。天理

での広域でも可燃ごみ量割で負

担している。共同化スタートで

の量はこれよりも少ないが、こ

れから増えていくことが考えら

れる。 

会

長 
・これも毎年見直すのか。 

事

務

局 

・毎年見直しする。広域組合を基

本にしている。 

会

長 

・広陵町と安堵町のごみ量原単位 

はいくらか。 

事

務

局 

・今、各町の原単位は分からない

が、前回資料で安堵町のごみ量

数値を載せている。 

（７）共同化ごみ中継施設建設スケジュール（案） 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（７）の説明を

お願いしたい。 

事

務

局 

・資料は現クリーンセンターの操

業と天理市での広域化事業のス

ケジュールを示している。 

・３町可燃ごみと２町不燃・粗大・

資源ごみの中継施設を共同化で

実施する場合のスケジュール案

を示している。平成３１年３月

末を期限として参加確認に対し

て回答する。 

・２０１９年１０月頃の協議会設

立を目指している。２０２０年

度に生活環境等交通量調査を行

い、２０２１年度に測量及び施

設実施設計、２０２２年度と２

０２３年度の２ヵ年で安堵町清

掃施設の解体・撤去及び可燃ご

み中継施設の建設工事を予定し

ている。広域ごみ処理施設稼動

に合わせて始動する。 

・２町共同化不燃・粗大・資源ご
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み中継施設の設置スケジュール

案を示している。同じく３月末

に参加の有無を回答し、１０月

頃の協議会設立、２０２１年度

で炭化炉棟解体撤去及びリサイ

クル施設の一部改造工事の実施

設計を行い、２０２２年３月の

操業停止期限後、炭化炉棟解

体・撤去及び不燃・粗大・資源

ごみ中継施設の一部改造工事を

約２年間予定している。安堵町

清掃施設解体及び共同ごみ中継

施設建設中の安堵町のごみは、

河合町と分担しながら受け入れ

る。同じく広域組合稼動に合わ

せ始動する。この時の安堵町の

ごみは、操業停止前の相互協議

で負担はないが、操業停止後は

広陵町も負担して、民間に委託

処理するため、安堵町にも負担

をお願いすることの確認をして

いる。スケジュール的には問題

はないと考えている。 

会

長 

・スケジュールについては、あく 

までも案であるため、若干の変

更はある。見た限りでは、それ

ほど無理はないと思う。 

  

委

員 

・この町民会議の意見集約につ 

いて、この場で行えばどうか。

３町で共同化すればどうなる

かの説明を聞いたが、意見集約

なしに、中継施設は安堵町で、

リサイクルごみ中継施設は広

陵町で受ける話の結論にする

のか。意見集約をどうするかを

教えてほしい。 
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会

長 

・やはり本来の形で決議しない 

とまとめにくい。反対意見もあ

るので盛り込んでいくと事務

局から説明があった。可燃ごみ

は３町で安堵町、不燃・資源関

係は２町で広陵町という話の

方向で、経済的な検討結果から

は絶対的に有利なのは確かで

ある。また、中継施設になると、

特に粗大・資源では環境問題は

あまりない。ただ、ごみ運搬車

が通ることは皆無ではないが、

環境アセスの話ではない。結論

を得るためには、会議なので何

らかの形で意見や意思表示の

必要があるが、ここで多数決を

取るというのは、私は好まな

い。結論的には賛成か反対しか

ない。どちらでもよいというと

賛成となり、決め方が悩ましい

ところである。全体的に反対の

質問がないという雰囲気であ

る。どちらかというと、町民会

議の結論の方向としてはこの

方向でよいのではないかとい

う見方はしている。そういうま

とめ方でよいのかどうか。 

  

副

会

長 

・安堵町への確認書の回答期限 

 である３月３１日まで日にち

がない。３月３１日までに回答

することになっているのか。 

事

務

局 

・３月末までに参加するのか、し

ないのかの回答をしなければな

らない。当然、町民会議として

の町長への提言資料にもなる。 

委

員 

・事務局から話があったように、

あくまでも事務局は資料を出

しているだけで決定事項では

ないと思う。この３案の中から

町民会議でどれを選ぶかの方
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向づけだけでも、やはり町民会

議として行うべきである。 

会

長 

・それも１つの案で、もう１つ 

は、決議というのはあまりした

くないので、むしろ方向づけを

決めても、提言書の中でどう表

現するのか、案を出してもらう

方が早いのではないかと思う。

文書が出てこないと分からな

い。 

  

委

員 

・私も今日で結論が出ると思っ 

ていたが、今年度に結論を出さ

なければならない。今回結論を

出さなければ、再度この話にな

る。私はこの案で賛成である。

挙手してもらってはどうか。 

  

会

長 

・この方向で提言をまとめてよ 

いか。 

・・(反対の声なし)・・ 

そういう意見もあるので、はっ

きりと可燃ごみ関係は安堵町

で中継施設とする。不燃・資源

リサイクル関係は広陵町の現

施設を改善しながら中継施設

として操業するという方向で

提言を作りたいと思うが、よい

か。 

・・(異議なしの声あり)・・ 

それでは、その方向で提言をま 

とめ、中身については一度検討

する。事務局もそれでよいか。 

事

務

局 

・提言をまとめて、３月最後に町

民会議で集まってもらい、中身

を確認し、反対意見はあるもの

のその内容で作成し、各委員の

確認後に会長から町長に提出し

てもらうという方向で考えてい

る。 

委

員 

・それでよいと思う。可燃は安堵

町に持っていくが、ここを活用

するにしても、３案の中で腑に

落ちないところもある。ＲＤＦ

施設建屋をなぜ１０ｍまで下

事

務

局 

・資料の現施設建屋を改造する案

のところで、１０ｍ下げるとい

う説明をした。提案したのは、

前の会議の中でこの建屋を低く

してはどうかと協定大字委員の
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げないといけないのか。お金が

かかる。資料ではクリーンセン

ター広陵を活用した場合、ＲＤ

Ｆの炭化炉棟の解体費用を除

くと書いている。解体費を書か

ないと検討のしようがない。前

の資料には出ていたと思う。ど

ちらにせよ解体する必要があ

るので、書いてもらいたい。費

用対効果の方でどうか。 

中から意見があったためで、写

真で古寺、中、広瀬、百済から

見た外観図を提示した。その提

案を入れて算出した。費用対効

果について、炭化炉棟のところ

を利用する場合、ＲＤＦ炭化設

備を撤去しないと設置できな

い。その際は屋根や壁をある程

度外して、クレーンで吊り上げ

て撤去・解体工事となる。その

際に壁を１０ｍ残せるのではな

いかという試算をした。 

会

長 

・屋根を外さないと設備を出せ 

ないということである。 
  

委

員 

・資料で３町共同でした場合の 

広陵町の負担が２億８千４百

万円と３億５千２百万円とな

っているが、この負担は安堵町

で新しく作るときの負担で、広

陵町が新しく作って安堵町の

ごみを受けた場合に安堵町の

負担は発生するのか。 

事

務

局 

・新しく作った場合、当然ごみ量 

割で負担をお願いする。 

会

長 

・基本的に解体費用はどうなる 

のか。 

事

務

局 

・解体費用は各町で持つことにな

る。解体補助があるかについて

は県とも協議する。２町でこの

リサイクル施設を使うことにな

れば、現施設の減価償却分を安

堵町に負担割合に応じて求める

ことになると思う。 

会

長 

・いずれにしても、方向はこれで 

出たことになるので、後は表現

方法を丁寧に作って、一度会議

で確認する。できればその前に

配付してもらう。当日ではなか

なか意見が出ないので、それで
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よいか。表現は色々な意見を盛

り込んで、次回に提言の案を提

示したいと考えている。 

委

員 

・安堵町の建屋を解体するが、い 

つ頃に建てられたのか。なぜ、

この質問をするかというと、解

体するときにアスベストを使

用していたかで解体費が非常

に高くなるので聞いた。 

事

務

局 

・安堵町の施設も古いとは思うが、

解体費用の広陵町負担はない。

ダイオキシン等を含む解体は法

律に基づいて解体・処理する。

その費用は各町で負担すること

が原則となっている。この施設

のアスベストは大丈夫と思う。 

委

員 

・資料で２つの案があるが、だ 

いたいの意思表示の決を取っ

たらどうか。また今度取らない

といけない。この町民会議が決

定機関ではないが、提言書のた

めにも、意思表示をしたらどう

か。 

  

委

員 

・３町と２町、２つの案があるの 

で、どちらにするかでも一度、 

委員に意思確認をしてはどう

か。何人が共同化でここを活用

したいのかを確認してはどう

か。 

  

委

員 

・安堵町について、町民会議で 

は一部のところで反対があっ

たとのことだが、可燃ごみを安

堵町で中継することに反対す

る理由はないのではないか。 

  

委

員 

・そういうわけにはいかない。そ 

の辺、委員はどうか分からない 

ので、町民会議としてどれで決

まっていくのかの案を順番に

決めてもらったら一番よいと

思うが、それでどうか。 

  

委

員 

・前回のアンケートのときには 

安堵町の話が出ていなかった
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ので、ここを活用するか他です

るかのアンケートとなった。結

果は、ここを活用したら費用が

一番安くなるので、２案が残っ

ている。そのアンケートをした

後に安堵町の話が出て、どうか

という話が今回まだ残ってい

る。はっきりどちらでするのか

話を詰めて、３月の提言にして

決めるのではないのか。会長が

言うように挙手したら角が立

つのであれば、賛否を郵送で回

答する方法もよいのではない

か。 

会

長 

・この方向で２案、ここで使う案 

もある。そのことをお金だけで 

考えていくのか、使い勝手も

色々あるので、その辺をもう少

し検討して２つの案について、 

事務局で考えられることがあ

れば、２案を比較してはどう

か。お金だけで考えるというの

は簡単だが、その辺を考えても

らったらよいのではないかと

思う。それで、資料を入れてア

ンケートというのは私の意見

である。 

事

務

局 

・お金だけの話ではないとは思う

が、すべてを勘案して色々な案

として出している。その中で町

民会議委員として、これでよい

だろうという案を考えて選んで

もらいたい。 

会

長 

・情報をデータとしてもらうと、

また色々と留意事項で意見が

書ける。色々参考になることも

ある思う。もう少し慎重に進め

る方がよいのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

委

員 

・会長の言う細かいところとは 

どういうことを考えているの

か。 
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会

長 

・１つは使い勝手、まだ建屋が残 

り大きい。そうすると、その利

用や次につながる話も出る。た

とえば、災害関係を考慮した意

見も出てくるかもしれない。 

事

務

局 

・それについては、跡地利用とし

て町民会議での協議も残ってい

るので、それは協議して色々と

決めていくのがよいのではない

か。 

会

長 

・それは２案があって、お金だけ

で考えるのかどうかで違って

くるので、後で検討していくに

しても意見を聞くことがよい

と思った。 

  

委

員 

・３町共同で行った場合、今の炭 

化炉施設やその他の施設の配

置計画はどうなるか。 

事

務

局 

・安堵町で行った場合、炭化炉棟

は必要ないことになる。ただ、

解体する費用がかかるので、町

民会議を開催して跡地の利用に

ついて決まれば、取り壊してそ

こに建築する。ただ、見た目が

大きな施設があるというのであ

れば取り壊してもよいと思う。

プラットホームがあれば炭化炉

施設は必要ないので、いつでも

撤去は可能である。それを踏ま

えて、跡地利用の協議をしては

どうかと思う。 

会

長 

・跡地利用の話は、１案か２案 

かというのに影響するのでは

ないか。関係なく選んで後で考

えるのか。 

  

委

員 

・今、安堵町の話が出て、私が早

く進めておきたいのは、一番大

事な土地利用のことである。ど

うしていくのかというのが、や

はり紛糾するかもしれない。拙

速かもしれないが、安堵町か広

陵町かの２案が出ているが、跡

地利用が心配である。 
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会

長 

・広域で進めるという話は了解 

してもらったと思う。その中に

２案があるが、それをどうする

かという話である。 

  

委

員 

・決定事項と思うが、まだ意思 

表示がされていない。 
  

委

員 

・それが皆の総意だったらよい

が、それが総意かどうかはっき

りしていないので、分からな

い。 

  

会

長 

・それはどうかと聞いて、決まっ 

たのではないか。反対なく、そ

れで進める中で意見が出たの

が、現施設を資源施設に使った

場合に安堵町から持ち込まれ

る。その案は２つある。 

  

委

員 

・１００％の賛成は無理なので、

反対意見が出るのはある意味

健全な会議だと思う。別に反対

意見があってもそれをどうの

こうのするわけではない。 

  

会

長 

・反対意見を聞いていないので、

あれば出してほしい。 
  

委

員 
・アンケートでもよい。   

会

長 

・アンケートで話を詰めて集計 

してもらえるか。 
  

委

員 

・可燃ごみを安堵町に持ってい 

くことについては誰もが賛成

している。誰も反対する人はい

ない。 

  



 

[第 21 回広陵町ごみ処理町民会議 議事概要] 

 

 23 / 28 

 

副

会

長 

・会長が言うのは分かるが、まず 

は安堵町に可燃ごみを持って

いく中継施設に、パッカー車で

運ぶことについての反対はな

い。資源ごみ（リサイクル）は

広陵町の現施設を使わせても

らうというのが条件になって

いる。これは間違いないので、

リサイクルについてどうする

のか。要するに、可燃ごみは安

堵町中継施設でお願いすると

いうことでよいか。資源ごみに

ついては広陵町で中継すると

いうことでよいか。 

  

委

員 

・１５年間過ぎたらここを更地 

にするという話になっている

との意見が出ているのは聞い

ているが、この町民会議の中で

どういう方向づけにするのか

を検討してきたが、流れの中で

可燃ごみは安堵町中継施設で、

リサイクル処理をここでする

のが全員賛成ではないので、意

見集約が必要である。 

事

務

局 

・今までの会議の流れを説明する

と、前々回の会議でここの施設

を活用するか、町有地のところ

で新しく施設を作るかというこ

との対比をして、委員多数がこ

の施設を活用するというのが望

ましいとの結果から今回、可燃

ごみ中継施設の対比をして、可

燃ごみ３町共同で安堵町でする

のがよく、新たに不燃・資源ご

み等についてはどうするかとい

うところを資料で安堵町と共同

した場合の対比をしている。今

回、この施設を活用することが

望ましいとの意見が出たこと

で、安堵町でするのがよいのか、

ここでするのがよいのかの対比

をして、委員の意見集約をする

ことになる。そこで意見があれ

ば提言書に書き添えてもらい、

とりまとめたい。その提言書を

一度配付し、修正したうえで３
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月末の町民会議に諮り、確認後、

町長に提言するという流れを考

えている。 

会

長 

・再度確認したいということで 

分かった。 
  

委

員 

・アンケート結果について、私 

は最初から反対であった。この

場所は使わないという契約で

ある。更地にする契約である。

使うことは元に戻すことなの

で、私はあくまでアンケートで

ここを使わないと出した。委員

の大半の意見と言っているが、

これには何も出ていない。私の

意見を出していない。初めから

ごみのことは広域でやろうと

言っていた。３万、４万の人口

でしても無駄ではないか。可燃

ごみは天理広域でよかったが、

不燃も広域でやろうというこ

とを提案していた。たまたま安

堵町から出てきたので、乗って

いるだけである。広陵町の半

分、３分の１もない小さな町に

広陵町が乗っていくというの

は情けない。広陵町としてリー

ダーシップを取れるような広

域の事業に持っていきたいと

思う。 

  

会

長 

・協定書を知らない方もいると 

思うが、協定書の中身を精査

し、それに対する回答というの

も必要かもしれない。協定書に

見直しがあると書いており、そ

の辺も踏まえてそういう問題

事

務

局 

・先ほどの質問について、前に中

間報告書があって、これはアン

ケートを取り、中間報告書とし

て作成した。この中に先ほどの

反対意見もすべて載せた中間報

告として、昨年会長から町長に
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もあるということは確かであ

る。慎重に提言書を作って、い

ずれにしても安堵町のリサイ

クル品等については受け入れ

て広陵町でするという方向性

でまとめたいと思うが、よい

か。 

報告した。意見が載っていない

ということに関しては載せてい

る。今回も同様に提言書として

とりまとめたいと考えている。 

会

長 

・状況も変わってきているので、 

もう一回意見を聞いた方がよ

い。その方向でアンケートをも 

らい、個々の意見を聞きたいと

思う。 

  

委

員 

・安堵町からのこちらの可燃ご 

みを引き受けてもらう代わり

に安堵町の資源ごみをこちら

で受けるというのは別々なの

かセットなのか。セットではな

いと思うが。広陵町のごみを引

き受ける代わりに、広陵町は必

ず引き受けるとなっているの

か。 

事

務

局 

・結果的にはその形になっている

が、先ほど提案したように元々、

不燃・資源ごみも安堵町に持っ

ていくことも可能だが、安堵町

に持っていった場合、施設を新

たに建て、用地も買わなければ

ならないことや広域化になって

も紙布類、一般持ち込みごみの

受け入れをしなければならない

ことから、町施設利用を提案し、

比較したところ、リサイクルは

広陵町でするのがよいのではな

いかという比較になった。 

委

員 

・仮に必要ないと言ったら話は 

どうなるのか。だめになる可能

性はあるのか。それは取り越し

苦労か。 

  

会

長 

・それは行政同士、信頼性は高い 

と思う。それぞれに流れがある

ので、そういう方向でまとめれ

ばよいのかなと思う。いずれに

しても皆の意見を聞いていき

たい。それでよろしいか。 
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委

員 

・念のためだが、仮に安堵町にお 

金を出すから全部してくださ

いとなれば、安堵町の方は了承

してくれるのか。お金の経済的

なことを別にして、仮に安堵町

で全部引き受けてほしいと決

まった場合、安堵町で受けてく

れるのか。 

事

務

局 

・安堵町は大和川の隣接なので浸

水があり、用地の確保もあるが、

今提案した費用面がどれくらい

なのか、広陵町としてどれくら

い負担しなければならないのか

があったので提案した。 

副

町

長 

・３町の件については、まだ事務 

者側で協議を進めているとこ

ろで、３月末までに回答して、

それから協議会を立ち上げ、各

首長が集まって協議を進めて

いくということなので、今の時

点では担当者側だけで進めて

いる。具体的には今後検討を加

えていかなければならないと

思う。 

  

会

長 

・これから、方向づけだけはそう 

いう形で進めていきたいと思 

う。 

  

委

員 

・事務的に３月中に回答を出さ 

ないといけないので、事務的な

ことで止まっていたらどうす

るのか。上の方で決まっている

のであれば別だが。 

  

会

長 

・そういう状況は必ずしも起こ 

らないとは限らないが、それは

分かない。そういうことを事務

局は初めから前提でやってい

かないと進まないので、それを

含みながら、今進めている話を

詰めていかないといけない。仮

の話を考えていくと前に進ま

ないのも確かである。そういう

意見も踏まえて進めてもらい
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たい。それでよいか。まとめと

して、まだまだ色々と心配事が

あるかもしれないが、もう一回

意見を聞きつつ提言書の中に

方向づけを出していくので、そ

れを踏まえて委員に協議して

いただきたいと思う。それでよ

いか。 

（８）その他 

発言者 回答者 

会

長 

・事務局から議事（８）の説明を

お願いしたい 

事

務

局 

・委員の意見を聞くということな

のでアンケートを配付し、意見

を集約したい。その結果を委員

に報告する。提出期限は２月１

０日で回答をお願いする。結果

を委員に報告し、提言書を作成

していきたい。 

会

長 

・一度見てもらい、意見を書いて

ほしい。よろしいか。 

事

務

局 

・今、配付したアンケートを集約

して、結果を委員に報告する。

その内容を提言書としてとりま

とめて、年度内にはそれを踏ま

えて地元の説明と議会の全員協

議会に報告できると思う。最終、

提言書の確認として３月末に町

民会議を開いて、先に配った提

言書を確認後、会長から町長へ

報告してもらう予定をしてい

る。町民会議においては、先ほ

どの跡地利用について引き続き

協議を行うので、町においても

公共施設等総合管理計画もある

ので、町の企画部門も入れて協

議していく形になる。町民会議

の委員については、平成３１年
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３月３１日で任期切れとなるの

で、次回の町民会議で意向確認

したいと思う。 

会

長 

・アンケート内容と提言書の内容については、場合によっては幹事会を開

いてほしい。何かあった場合だが、確定ではなく中身を見ながらやはり

幹事の意見も聞いておきたい。必要ないかもしれないがお願いする。そ

れでは、行政側の副町長から一言お願いしたい。 

副

町

長 

 

・今日は長時間にわたり慎重審議していただいた。最後は、提言のところ

まで詰めていただいた。 町民会議は、協定書に基づく町民会議というこ

とで、最終は町長に提言をいただき、町ではやはり町民会議の提言に基

づいて、議会にも報告、協議をさせていただき、町としての方針を決め

ていかなければならない。最終は協定を結んでいる大字への説明、話し

合いとなるので、今後この提言書に基づいて地元に説明をさせていただ

き、協力をいただけるようにと考えている。 

会

長 
・最後に副会長町から一言お願いしたい。 

副

会

長 

・かなり突っ込んだ具体的なことが提言書に載るように思う。事務方や副

町長に、安堵町に受けていただけると踏まえた中で、町民会議でこのよ

うな意見と不安があったということをきっちり集約して、やはり共同で

することのリスクもあるので、３町でする場合においては広陵町の持っ

ている色々な不安なり、町民会議で出た意見なりを伝えていくとよいも

のができる。この意見を踏まえ、３町共同での話になったときには広陵

町は大きな町であるので、協議していただきたい。 

会

長 
・これで終わらせていただきたい。 

－閉会－ 

 


